








1985 年以降 6 年間に経験した乳児期尿路感染症 33 例について検討した。男児に多く,ま

た,6 ヵ月未満の発症が 76%を占めた。全体で半数近くに,3 ヵ月未満の男児では大半に膀胱

尿管逆流現象(VUR)を認めた。DMSA を施行した約半数に異常を認め,scar形成例ではⅡ度以

上の VUR を認めた。発熱患児にはルチーンに検尿を実施することが重要である。乳児期の

本症では,不可逆的な腎障害を防ぐためにも VUR などの検索が必要である。 


